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つよく・安心・未来へつなぐ “みちづくり”

都市建設部基盤整備局道路課

昭和48年に架設された藤岡橋の老朽化が長年課

題となっていましたが、橋脚及び上部工の修繕と

共に道路幅員を4.0mから4.5mに拡幅したことに

より、市民生活の利便性の向上が図れました。

安全安心な暮らしを守る

～橋梁長寿命化修繕事業【藤岡橋】～

新東名藤枝岡部ＩＣ周辺地区では、新東名高速

道路、東名高速道路、国道１号藤枝バイパスなど

の主要拠点から高田工業団地等へのアクセス向上

のため、天王町仮宿線や仮宿下付田高田線の整備

を進めており、現在、軟弱地盤対策工や法面工を

実施しています。

広域交流軸と産業をつなぐ道路整備

～仮宿下付田高田線・天王町仮宿線～

藤枝駅の東側約200ｍに位置する田沼街道踏切

は、車道幅員が狭いため車両のスムーズな通行が

出来ず、また、駅から近い踏切であることから長

い遮断時間が影響し渋滞が発生していました。令

和４年度に着手した歩車道改良工事が完了し、安

全安心な通行が可能となりました。

安全かつ円滑な通行の確保

～田沼街道踏切改良～

道路課では、地域の生活道路や通学路、または拠点や近隣市を結ぶ比較的規模の大きい幹線道路の

整備のほか、市が管理する道路の維持修繕を行い、誰もが安全・安心・快適に暮らすことができるよ

うに努めています。また、高度経済成長期に整備した多くの道路施設の老朽化対策として、舗装や橋

梁の長寿命化計画を定め、計画的に対策工事を進めています。

天王町仮宿線

仮
宿
下
付
田
高
田
線


